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TEL 022-717-7878（外来）

　近年、遺伝子・ゲノムに関する研究の飛躍的な進歩に伴い、保険収載での
遺伝学的検査が可能になった疾患も増加し、遺伝医療の範囲が急速に拡大
しています。さらに、遺伝性疾患は自分自身だけでなく血縁者に共通な問題で
あることが多いため、その心理面に十分な配慮した対応が必要になります。遺
伝科では、遺伝の関わる疾患に対しての正確な情報を説明し、検査の事、ある
いは今後の事を共に相談していくプロセスである「遺伝カウンセリング」を
行っています。遺伝カウンセリングでは、臨床遺伝専門医を含む複数の医師と
認定遺伝カウンセラーが十分な時間をかけて問題点や不安に感じている点
を伺います。難病やがん遺伝子パネル検査と連携した遺伝学的検査への対
応の他、研究として未診断疾患イニシアチブ(IRUD)の事務局にもなっていま
す。初診時は、約1時間から1時間３０分の診療時間が必要となります。そのた
め、完全予約制で毎週木曜日午後を初診の方の診療日としています。
　当院では遺伝科を中心に、腫瘍内科、血液内科、脳神経内科、総合外科乳
腺・内分泌グループ、産婦人科、小児科が遺伝子診療部を形成し、高度な遺
伝子診療に対応しています。

小児科

青木 洋子科長

遺伝性疾患全般

（周産期、小児科、成人期、遺伝性腫瘍）
の遺伝カウンセリング

主な対象疾患

診療科WEB

　小児の血液腫瘍、固形腫瘍、脳腫瘍、良性血液疾患、原発性免疫不全症、
難治性ウイルス感染症などを小児科各診療グループとともに診療していま
す。小児がんの治療は、全国規模の治療グループスタディへ参加し治療成績
向上を目指しています。難治性疾患に対しては造血幹細胞移植やCAR-T療
法を併用した治療を行い、個別化医療センターを介したがんゲノム医療や分
子標的療法も行っています。良性疾患や慢性活動性EBウイルス感染症で造
血幹細胞移植が必要な場合は、RIST（強度低減前処置による造血幹細胞
移植）を施行し、長期的な生活の質（QOL）の向上を目指しています。
　当院は東北地区で唯一の小児がん拠点病院に指定されています。小児腫
瘍センターを組織化し、小児がん相談室やAYAルーム・院内学級を設け、セ
ミクリーン域と専用プレイルームを設置して長期入院環境を整備していま
す。看護師・臨床心理士・MSW・院内学級教師・CLS（チャイルドライフスペ
シャリスト）・保育士の多職種スタッフが連携して相談支援や復学支援、長
期フォローアップ外来を通じて、入院生活や治癒後の長期的サポートも行っ
ています。

小児科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

笹原 洋二科長

TEL 022-717-7744（外来）

小児血液腫瘍（白血病、悪性リンパ腫、ランゲル
ハンス細胞組織球症など）／小児固形腫瘍（神
経芽腫、肝芽腫、腎芽腫、横紋筋肉腫、骨腫瘍、
性腺腫瘍など）／小児脳腫瘍（髄芽腫、胚細胞
腫瘍、神経膠腫など）／小児良性血液疾患（再
生不良性貧血、先天性造血不全症、免疫性血
小板減少症、先天性血小板減少症など）／原発
性 免 疫 不 全 症（ 重 症 複 合 免 疫 不 全 症 、
Wiskott-Aldrich症候群、自己炎症性疾患な
ど）／難治性ウイルス感染症（慢性活動性EB
ウイルス感染症、臓器移植後ウイルス感染症
など）
を、関連診療科と連携しながら診療致します。

小児腫瘍科

遺伝科

外来担当医表

完全予約制

　皮膚科は皮疹を伴うすべての疾患を扱う診療科です。みなさんは皮疹と
聞くとどのような病気をイメージされるでしょうか。アトピー性皮膚炎やじ
んましん、水虫、にきびなどが挙げられると思いますが、実際に皮膚科で扱
う疾患は約2000種類にのぼります。ちょっと気になる皮膚症状で受診し、
それがきっかけで内臓の悪性腫瘍が見つかることや、膠原病のような全身
性疾患が見つかることも多く、皮膚科という単一診療科の枠を超えた疾患
にも対応しています。私たちは宮城県ひいては東北地方の中核病院におけ
る皮膚科専門医として、当院が掲げる「患者さんに優しい医療と先進医療
の調和を目指した病院」という理念を実践することを常に意識し、受診され
た患者さんの生活の質を重視した最善・最適な皮膚科医療を提供するよう
に心がけています。また、臨床研究中核病院の一診療科として、患者さんと
協力しながら治験（新しい治療薬を試す臨床試験）や皮膚疾患の臨床研究
にも積極的に取り組んでいます。最適・最新の治療方法の情報をお知りに
なりたい場合には、近くの皮膚科専門医もしくはかかりつけ医と相談し、当
科の受診をご検討ください。

感覚器・理学診療科

皮膚科
TEL 022-717-7759（外来） 完全予約制 浅野 善英科長

当科では皮膚腫瘍（特に悪性黒色腫、基底細胞
癌、有棘細胞癌、皮膚リンパ腫）、膠原病・血管
炎（特に全身性強皮症、限局性強皮症、皮膚筋
炎、エリテマトーデス）、アトピー性皮膚炎、乾
癬、白斑、脱毛症、水疱症、レーザー（美容を除
く）の診療を重点的に行っています。これらの疾
患については専門外来を設けており、患者さん
が大学病院に求める安全で質の高い治療の提
供に努めています。2023年度より診療科長浅
野は厚生労働省強皮症研究班の代表を務めて
おり、全身性強皮症と限局性強皮症については
日本の中心施設として最先端の医療を提供し
ています。

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　眼科では医局員各々が専門分野を持ち、最新知見や知識を共有し「失明
ゼロ」を目指して診療に従事しています。緑内障外来では血液中の酸化ストレ
ス値や末梢毛細血管の血流動態を測定し眼圧以外の進行リスクについて研
究を行い、生活指導やサプリメント内服も治療に取り入れています。また冷え
性や睡眠時無呼吸症候群など緑内障との関連が報告されている因子に対
し、他科と連携して精査・治療を行っています。網膜・ぶどう膜外来では27
ゲージ針による極小切開硝子体手術や、術中眼底OCTといった最新鋭の機
器を用いて手術を行っています。眼内の感染症に対してはPCR検査を行うこ
とで、迅速かつ正確に診断を行い、治療予後改善に役立てています。角膜ドラ
イアイ外来では角膜病変深度に応じた角膜パーツ移植を施行し、良好な手
術成績を挙げています。また、角膜感染症患者の微量な検体から原因ウイル
ス・細菌を特定するPCR検査を行っております。神経斜視外来では最新の画
像診断装置・遺伝子検索を診断に用い、他科と密な連携治療を行っていま
す。さらに斜視・弱視の専門医師による斜視手術・弱視治療を行っています。

感覚器・理学診療科

眼科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

診断・治療にお困りのすべての疾患を対象とし
眼科疾患別に専門外来を設けています。緑内障
外来は他院での治療が難しい末期緑内障症例
だけでなく、発症初期の若い緑内障症例も緑内
障進行リスク精査のために県内外より御紹介頂
いております。網膜ぶどう膜外来は手術が必要
な症例や加齢黄斑変性症などの薬物治療が必
要な症例、神経斜視外来は腫瘍や斜視・弱視の
症例、角膜・ドライアイ外来では、難治性角膜混
濁疾患や角膜感染症などを対象に診療を行っ
ております。

中澤 徹科長TEL 022-717-7757（外来） 完全予約制
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